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	【概要】 「阿寒湖のマリモ」（学名: Aegagropila brownii）は、球状集合体を形成する緑藻で、20世紀前半にその生物量が減少したとされてきましたが、生育状況の変遷を示す定量的なデータはありませんでした。 　東北大学、釧路国際ウェットランドセンター、神戸大学、愛媛大学の共同研究チームは、底堆積物に残存するマリモのDNA（環境DNA）を用い、過去200年前から現在に至るマリモの生物量の変遷を明らかにしました。ミジンコの遺骸とDNAを利用して時間経過によるDNAの分解速度を補正する手法を...
	図1 .　A: およそ100年前の阿寒湖（釧路叢書 ; 第37巻より）、B:阿寒湖のマリモ、C:マリモの藻類細胞（ｍ）と共在している藍細菌（c）、D: ハリナガミジンコ（Daphnia dentifera）の尾爪

